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五
月
十
二
日
、
襟
裳
岬
以
東
地
域

マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
が
主
催
す

る
「
海
の
幸
直
売
会
d
e
し
ょ
や
～
」

で

が
庶
野
さ
く
ら
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

に
は
、
え
り
も
名
物
の
海
産
物
を
始

め
、
短
角
牛
の
加
工
品
や
漁
協
庶
野

女
性
部
の
マ
ス
の
あ
ら
汁
な
ど
が
格

安
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

数
日
前
の
強
風
で
花
び
ら
が
飛
び

散
っ
た
桜
も
あ
り
ま
し
た
が
、
往
年

の
桜
の
名
所
を
見
物
に
多
く
の
花
見

客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

風
で
散
っ
た
桜
も

あ
り
ま
し
た
が
…

今
年
も
盛
況
の
海
の
幸
直
売
会

直売会会場では、ゆっくり腰をかけて
桜見物ができました
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昨
年
初
め
て
開
催
し
た
「
う
に
祭
り
」

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
影

響
で
ウ
ニ
が
被
害
を
受
け
る
な
か
、
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
、
町
内
外
か
ら
大
勢
が
訪
れ
る
大
盛

況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
二
回

目
と
な
る
今
年
は
、
会
場
を
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
移
し
、
出
店
も
増
え
て
よ
り
楽

し
め
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

目
玉
の
ウ
ニ
は
、
殻
付
バ
フ
ン
ウ
ニ

が
十
個
で
千
円
、
塩
水
ウ
ニ
が
一
パ
ッ

ク
千
五
百
円
、
塩
ウ
ニ
が
同
千
八
百
円

と
破
格
な
値
段
で
、
購
入
整
理
券
配
布

場
所
は
午
前
八
時
頃
に
は
行
列
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

漁
協
女
性
部

が
作
る
百
五
十
食
限
定
の
ミ
ニ
ウ
ニ
丼

の
抽
選
会
に
も
四
百
人
以
上
が
並
び
、

当
選
し
た
二
十
代
の
男
女
四
人
は
「
え

り
も
の
ウ
ニ
最
高
！
」
と
喜
ん
で
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

正
午
の
「
お
楽
し
み
も
ち
ま
き
大
会
」

で
は
、
海
産
物
な
ど
が
当
た
る
抽
選
券

付
き
の
も
ち
二
千
個
が
ま
か
れ
、
イ
ベ

ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

況
で
し
た
。

し
か
し
、
中
盤
に
大
雨
が
降
る

と
様
相
が
一
変
。
観
光
客
も
減

り
、
雨
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
ま

し
た
。
最
終
日
の
五
月
六
日
は
、

快
晴
の
朝
で
始
ま
り
、
襟
裳
岬
突

端
で
開
か
れ
た
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
観
察
会
で
は
観
光
客
が
望
遠
鏡

か
ら
見
え
る
ア
ザ
ラ
シ
の
姿
を
眺

め
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

5月6日のゼニガタアザラシ観察会

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
、
前
半
は
好
天
に
恵
ま

れ
、「
う
に
祭
り
」
効
果
も
あ
っ

て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

し
た
。
風
の
館
に
も
連
日
四
百

人
か
ら
五
百
人
が
入
館
し
て
盛

●ゴールデンウィーク

観
光
客
は
前
半
に
集
中

第2回えりも「うに祭り」

①ウニ購入の整理券配布場所には長い行列 ②食事を楽しむ一行
③漁協女性部が作るウニ丼 ④漁協東洋青年部のカニも好評

ウニを求めて
今年も行列

四
月
二
十
九
日
、
味
が
よ
い
え
り
も

の
春
う
に
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

第
二
回
え
り
も
「
う
に
祭
り
」
が
開
か

れ
、
会
場
は
ウ
ニ
を
求
め
る
多
く
の
来

訪
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

に
ぎ

①

②

③ ④
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憩
い
の
場
・
交
流
の
場

私
の
ひ
と
こ
と

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ

のののののののののののののののののののののののののののののの

まままままままままままままままままままままままままままままま

か

ぜ

の

ま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

え
り
も
町
長

岩
本
溥
叙

ま
ち
の
活
気
は
、
中
心
市
街
地
の

元
気
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
々
の
拠
り
よ

所
が
あ
れ
ば
、
賑
わ
い
が
生
ま
れ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

ま
す
。
私
は
、
地
域
か
ら
病
院
な
ど

に
来
て
、
バ
ス
等
を
待
つ
高
齢
者
の

方
々
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
休
憩
す

る
場
が
あ
れ
ば
と
、
常
々
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
場

所
か
ら
人
々
の
交
流
・
輪
、
情
報
等

を
発
信
で
き
れ
ば
と
、
こ
の
た
び
え

り
も
町
交
流
館
「
ひ
な
た
」
を
開
館

し
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
開
館
以
来
、
多
く
の
団

か
げ

体
・
個
人
で
こ
の
施
設
を
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
町

民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
催
し
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
み
な
さ
ん
の

施
設
と
し
て
、
大
い
に

利
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

開
館
式
で
は
、
町
内
十
七

団
体
で
構
成
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
の
坂
田

知
也
会
長
が
「
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
と
い
う
協
議
会

の
目
標
に
沿
っ
て
運
営
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
続

い
て
岩
本
町
長
が
「
商
店
街

が
さ
び
れ
る
と
ま
ち
も
さ
び

れ
る
。
こ
の
施
設
が
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
」
と
施
設
の
役
割
に
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
吉
田
博
喜
さ

ん
が
寄
贈
し
た
大
凧
が
飾
ら

れ
、
交
流
館
の
外
看
板
は
大

新
東
北
海
道
支
店
（
早
川
義

雄
支
店
長
）
が
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。

浦
河
法
人
会
え
り
も
支
部

（
砂
原
勲
支
部
長
）
か
ら
も

展
示
パ
ネ
ル
が
贈
ら
れ
、
式

上
で
、
岩
本
町
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
施
設
に
常
駐
す

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
と

看
板
の
除
幕
が
執
り
行
わ

れ
、
北
緯
四
十
二
度
の
会
が

協
力
し
た
開
館
祝
い
の
も
ち

つ
き
で
は
関
係
者
や
来
館
者

が
参
加
し
、
新
し
い
施
設
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
西
え
り
も
老
人
ク
ラ
ブ

が
早
速
訪
れ
、
和
室
で
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
な
ご
や
か
に

談
笑
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
、
交
流
の
場
と
し
て
期
待

①キッズスペースで遊ぶ子ど
もたち②オープンを記念し
たもちつき③ついたもちは
来場者で味わいました。④駒
井千恵子さんの写真展

①

④

②

③

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
施
設
「
え
り

も
町
交
流
館
（
愛
称
ひ
な
た
）」
が
五
月
十
二
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
な
ど
が
催
さ
れ
た
開
館
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
関
係
者
や
子
ど
も
連
れ
の
家
族
な
ど
約
百
五

十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

交
流
館
「
ひ
な
た
」
オ
ー
プ
ン

交
流
館
に
は
、
テ
レ
ビ
、

ト
イ
レ
、
和
室
や
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
原
則
と
し

て
自
由
に
理
由
で
き
ま
す
。

個
人
・
団
体
の
展
示
会
や
会

合
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
に
も

利
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
不
明
な
点
は
交
流

館
（
緯
四
‐
七
二
二
〇
）
又

は
企
画
課
振
興
係
（
緯
二
‐

四
六
一
二
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※実施時間ついては、若干前後することがありますので、あらかじめご了承願います。

※往診を希望する場合は、６月１４日（木）までに町民生活課環境生活係（緯2-4621）へお申し込み願います。

なお、往診の場合は、登録料及び注射料とは別に1軒につき５００円の往診料が必要です。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の

み
な
さ
ん
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
七
年
四
月
一
日
以
降
に

登
録
し
た
犬
に
つ
い
て
は
、
予
防
注
射

の
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
注
射
の
際
は
、
犬
を
押
さ
え

る
こ
と
の
で
き
る
方
が
必
ず
立
ち
会
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

生
後
九
十
日
以
上
の
犬

●
料
金

①
登
録
済
み
で
注
射
の
み
（
通
知
書

有
）

一
頭
に
つ
き
三
千
四
十
円

②
登
録
し
て
い
な
い
犬

一
頭
に
つ
き
六
千
四
十
円

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
登
録
済
み
の
方
は
、
後
日
役
場
か

ら
送
付
さ
れ
る
通
知
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

①
生
後
九
十
日
以
上
の
犬
の
所
有
者

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の

①町では、条例に基づき麻酔銃などによる「野犬掃

討」を実施しています。放し飼いになっている犬

は野犬、不要犬として処分される場合がありま

すので、注意してください。

②犬の飼い方についても、次のような決まりがあ

り、これを守らないと飼い主は罰せられます。

あまた、飼い犬による被害や損害は、飼い主が損害

賠償責任を負うことになります。放し飼いは絶

対にやめてください。

※２ｍ以内の鎖でつなぎ、通行する人に接触

しないようにしてください。

※大型犬や人を噛む癖のある犬は、カギのか
か

かる「オリ」の中で飼育するなど、人に危害

を加えないよう注意してください。

※飼育場所は常に清潔にして、悪臭、ハエなど

が発生しないようにしましょう。

③犬も動物ですから当然ストレスがたまり、それ

が「夜中に吠える」などの原因となることもあり
ほ

ますので、ストレス解消に一日一回は適当な運

動をさせてください。また、犬の散歩のときに

はフンなどは必ず持ち帰り、道路などを汚さな

いようにしましょう。

～飼い主の皆様へ ～

実施時間実施場所地区名

19：15～19：25近浦多目的集会施設前近 浦

19：35～19：50旧笛舞生活館前笛 舞

10：00～10：10下笛舞共同作業所前〃

10：20～10：30村上牧場前大 和

10：35～10：45沼舘実さん宅横〃

10：50～11：00佐藤幸弘さん宅前〃

11：05～11：20汐見団地児童公園内〃

11：25～11：35夕陽ヶ丘団地内〃

11：40～12：00西えりも生活館前〃

13：10～13：20いさみ寿し駐車場本 町

13：25～13：35北海道エネルギー㈱えりもSS横新 浜

13：40～14：00山本建設横〃

14：10～14：20生活改善センター前〃

６月19日（火）

実施時間実施場所地区名

19：15～19：30木村マスエさん宅前歌 別

19：35～19：50中野司さん宅前〃

19：55～10：05東洋共同作業所前東 洋

10：15～10：30旧漁協東洋支所前〃

10：35～10：50南東洋バス停前〃

10：55～11：05鎌田広美さん宅前〃

13：20～13：40旧えりも岬生活館前えりも岬

13：50～14：00佐藤興産スタンド前〃

14：10～14：20佐々木忠芳さん宅前苫 別

６月20日（水）

実施時間実施場所地区名

19：15～19：25上歌別生活館前上歌別

19：40～19：50大沢広紀さん宅前庶 野

19：55～10：05庶野共同作業所前〃

10：10～10：20漁組倉庫（駐在所横）前〃

10：25～10：45高橋信紀さん宅前〃

10：50～11：00美島共同作業所前〃

11：20～11：30目黒生活館前目 黒

13：15～13：30役場駐車場内本 町

13：40～※往 診

６月21日（木）

葛葛葛畜犬登録・狂犬病予防注射日程表滑滑滑

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
登
録
は
一
回
で
済
み
ま
す
が
、
狂
犬

病
予
防
注
射
は
毎
年
必
ず
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
犬
の
所
在
地
、

飼
い
主
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
な
ど

は
そ
の
都
度
、
役
場
へ
届
出
が
必
要

で
す
。

④
今
回
の
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

方
は
、
直
接
、
農
業
共
済
組
合
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
登
録
を
し

て
い
な
い
犬
は
、
先
に
役
場
で
登
録

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

《
申
込
先
》

日
高
地
区
農
業
共
済
組
合
え
り
も
駐

在
所
（
緯
二
‐
二
三
六
四
）

※
受
付

九
時
～
十
七
時（
平
日
の
み
）

畜犬登録畜犬登録とと
狂犬病予防注射狂犬病予防注射のの

お知らお知らせせ
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ご
み
の
分
別
方
法
が
一
部
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
の
資
源
ご
み

は
、
六
月
一
日
か
ら
分
別
方
法
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
町
民
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
緯
二
‐
四
三
二
三
）

ペペットボトルペットボトルはは

ラベルを取ってかラベルを取ってからら

煙ペットボトルは、ラ
ベルをとってから出し
てください。左のマー
クが付いているラベル

は「プラスチック類（資源ごみ）」
へ。付いていなければ「燃やせるご
み」へ。
煙これまで「プラスチック類（資源
ごみ）」に分別していたものは、上
のマークがついていれば従来と同
じまま。マークが付いていないも
のや汚れているものは「燃やせるご
み」へ。

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
の
方
が
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

計
画
の
名
称
や
期
間
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
係

（
緯
二
‐
四
八
八
八
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
第
二
期
障
が
い
者
計
画
・
第
三
期
障
が
い
福

祉
計
画

障
が
い
者
計
画
は
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ

く
計
画
で
、
当
町
の
障
害
者
福
祉
に
係
る
基
本

的
な
施
策
を
定
め
る
も
の
で
す
。
第
二
期
計

画
の
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二

十
九
年
度
ま
で
の
六
年
間
で
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
、
生
活
支
援
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
と
確
保
策
に
つ
い
て
定

め
た
「
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
見
直
し
を
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。
障
が
い
福
祉
計
画
の
期
間

は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度

ま
で
で
三
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
第
五
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画

高
齢
者
福
祉
施
策
の
指
針
と
な
る
「
高
齢
者

福
祉
計
画
」
と
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実

施
に
関
す
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
見
直

し
を
一
体
的
に
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
福
祉

計
画
は
老
人
福
祉
法
に
基
づ
き
、
ま
た
介
護
保

険
事
業
計
画
は
介
護
保
険
法
を
根
拠
と
し
て

策
定
さ
れ
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
第
五
期
計
画
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
計
画
を
定
め
た
も

の
で
す
。

障
が
い
者
・
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

●障がい者計画
●障がい福祉計画
●高齢者福祉計画
●介護保険事業計画

基本計画を見直しました！
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平成24年度

～町道民税（住民税）についてのお知らせ～

平成２３年分の所得税から扶養控除の見直しが実施され、平成２４年度以降の町道民税におい

ても同様に、扶養控除が廃止および縮小されます。

年少扶養親族

廃止

（ア）

33万円

45万円

控除額

上乗せ部分

（12万円）

廃止(イ)

一般の

控除対象

扶養親族

特定扶養親族

一般の控除対象扶養親族
老人扶養親族

同居老親等加算

～15歳 16歳～18歳 19歳～22歳 23歳～69歳 70歳～

控除対象扶養親族

扶 養 親 族

38万円

１ ０歳から１５歳までの年少扶養控除（３３万円下図（ア）の部分）が廃止されます。

２ １６歳から１８歳までの特定扶養親族に対する扶養控除の上乗せ部分（１２万円下図（イ）の

部分）が廃止されます。

《扶養控除の見直しが行われました》

３ 同居特別障害者加算（２３万円）の特例が見直されます。

年少扶養控除が廃止されると、同居特別障害者の場合には、年少扶養控除における同居

特別障害者加算の特例措置を受けることができなくなります。

そこで、同居特別障害者加算の特例措置については、特別障害者控除において加算され

ます。

※今回の見直しで、１９歳未満の扶養親族がいる人の町道民税は増加します（収入や他の控除

内容が前年と変わらない場合）。

町道民税（平成24年度から）
区 分

改 正 後改 正 前

廃 止３３万円
年 少 扶 養

（16歳未満）
扶
養
控
除 ３３万円45万円

特定扶養控除

（16歳以上19歳未満）

特別障害者控除に加算
扶養控除または

配偶者控除に加算
同居障害者加算の特例措置

２３万円加 算 額

【お問い合わせ先 税務課課税係 緯２-4620】
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子どもたち待望のストリートバ
スケ用ゴールがスポーツ公園のテ
ニスコートにできました。
ハーフコート形式で1オン1や

3オン3などを楽しめます。

《お願い》
ダンクシュートは
禁止です。（すぐに
壊れます）

四
月
二
十
九
日
に
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
館
嵜
ユ
キ
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
、
五

月
二
日
に
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

記
念
の
盾
や
祝
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
、
館
嵜
さ
ん
が
入
所
し
て
い

る
大
樹
町
の
介
護
施
設
で
行
わ
れ
、
こ
の

日
駆
け
つ
け
た
ご
家
族
や
施
設
職
員
、
同

じ
く
入
所
し
て
い
る
方
々
が
見
守
る
中
で

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

施
設
が
用
意
し
た
館
嵜
さ
ん
の
人
生
の

歩
み
を
振
り
返
る
映
像
が
最
初
に
流
さ

れ
、
続
い
て
岩
本
町
長
が
、
盾
と
記
念
品

100歳を祝って贈られた花束を持つ館崎さん

三
月
に
亡
く
な
っ
た
元
町
会
議

員
の
山
本
啓
一
さ
ん
が
、
こ
の
た

び
従
六
位
の
特
旨
叙
位
を
受
章
さ

れ
、
五
月
十
五
日
に
岩
本
町
長
か

ら
親
族
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年

か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
連
続
七

期
二
十
八
年
に
渡
り
、
町
会
議
員

と
し
て
町
政
の
推
進
に
寄
与
し
、

こ
の
間
、
総
務
財
政
常
任
委
員
会

委
員
長
や
民
生
文
教
常
任
委
員
会

を
館
嵜
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。
岩
本
町

長
は
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
」
と
語
り
か
け
、
そ
の

後
、
館
嵜
さ
ん
を
支
え
て
い
る
方
々
に
も

労
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
大
高

ね
ぎ
ら

耕
二
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
も
祝
品
が

贈
ら
れ
、
最
後
に
息
子
の
館
嵜
幸
一
さ
ん

か
ら
花
束
を
受
け
取
る
と
、
ひ
と
際
う
れ

し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

若
い
頃
か
ら
丈
夫
で
、
病
気
一
つ
し
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
館
嵜
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
。

副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平

成
十
七
年
に
は
旭
日
双
光
章
を
受

章
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
笛
漁

業
協
同
組
合
、
合
併
後
の
幌
泉
町

（
え
り
も
町
）
漁
業
協
同
組
合
の

理
事
も
務
め
、
組
合
の
発
展
と
水

産
業
の
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

伝
達
式
は
山
本
さ
ん
の
自
宅
で

行
わ
れ
、
弟
の
山
本
倉
蔵
さ
ん
が
故
人

の
仏
前
で
叙
記
を
受
け
ま
し
た
。

故
・
山
本
啓
一
さ
ん
に
従
六
位

町
会
議
員
・
漁
組
理
事
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
尽
力

館嵜ユキさんが
めでたく100歳
町と社協から記念の盾と祝品

伝達を受ける故人の弟の山本倉蔵さん

ストリートバスケ用の
ゴールができました



8

か
つ
て
、
ア
ベ
ヤ
キ
川
の

風
物
詩
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
鯉

の
ぼ
り
の
川
渡
し
が
、
お
よ

そ
十
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
の
頃
に
鯉
の
ぼ
り

を
見
て
い
た
え
り
も
漁
協
近

笛
青
年
部
が
「
今
の
子
ど
も

た
ち
に
も
見
せ
た
い
」
と

行
っ
た
も
の
で
、
谷
家
優
輔

部
長
に
よ
る
と
以
前
手
が
け

て
い
た
下
笛
舞
自
治
会
も
取

り
付
け
に
協
力
し
て
く
れ
た

そ
う
で
す
。

十年ぶりの優雅な泳ぎ

アベヤキ川に鯉のぼり

約
五
十
匹
が
泳
い
だ
鯉
の
ぼ
り

約
五
十
匹
の
鯉
の
ぼ
り

は
、
以
前
川
渡
し
に
使
っ
て

い
た
物
の
ほ
か
、
青
年
部
員

が
各
家
庭
を
回
っ
て
も
ら
っ

た
物
も
あ
り
、「
交
通
安
全

と
大
漁
」
の
願
い
が
込
め
て

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
五
月
の

連
休
期
間
中
ま
で
飾
ら
れ
、

谷
家
部
長
は「
来
年
も
行
う
」

と
の
こ
と
で
す
。

漁
協
近
笛
青
年
部
で
は
、

鯉
の
ぼ
り
の
寄
付
を
募
っ
て

い
ま
す
。
寄
付
の
連
絡
先
は

漁
組
近
笛
事
業
所
（
緯
二
‐

二
〇
二
七
）
ま
で
連
絡
を
。

ま
だ
、
水
道
が
普
及
す
る

前
、「
火
事
が
起
き
た
ら
川

の
水
を
せ
き
と
め
、
水
を
溜た

め
て
か
ら
放
水
し
た
」
と
村

中
さ
ん
。
三
枚
岳
裾
野
で
起

す
そ

き
た
山
火
事
の
際
に
は
、
水

が
近
く
に
な
く
、
ト
ド
マ
ツ

の
板
で
火
を
叩
き
消
し
な
が

ら
消
火
に
当
た
り
ま
し
た
。

「
マ
キ
ス
ト
ー
ブ
も
減
っ

て
、
煙
突
も
よ
く
な
っ
た
せ

い
か
ボ
ヤ
も
減
っ
た
。
団
員

と
の
連
絡
も
電
話
一
つ
で
で

き
る
し
、
い
い
時
代
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
ゴ

ミ
を
拾
い
、
豊
か
な
海
を
未
来

に
残
そ
う
と
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
i
n
襟
裳
岬

イ
ン

が
五
月
二
十
日
、
襟
裳
岬
突
端

の
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

風
の
館
と
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

全
国
事
務
局
、
ラ
ブ
ア
ー
ス
北

海
道
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

ん
（
歌
別
）
が
選
ば
れ
、
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

村
中
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九

年
に
当
時
の
幌
泉
村
消
防
団
に

入
団
。
昭
和
五
十
九
年
か
ら
は

副
分
団
長
に
就
任
し
、
平
成
十

年
に
退
団
す
る
ま
で
の
約
四
十

四
年
間
、
防
火
防
災
思
想
の
普

及
と
地
域
防
災
の
増
進
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

村
中
直
市
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

も
の
で
、
町
内
外
か
ら
十
一
人

が
参
加
。
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ハ

ン
グ
ル
文
字
が
書
か
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

音
更
町
か
ら
参
加
し
た
女
性

は
「
ロ
ー
プ
類
の
ゴ
ミ
が
多
い

の
で
す
が
、
全
体
的
に
は
思
っ

て
い
た
よ
り
ゴ
ミ
が
少
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
に
、
元
え
り
も
町

消
防
団
副
団
長
の
村
中
直
市
さ

四
十
四
年
間
の
消
防
活
動
が
評
価

村中直市さん

ごみを拾う参加者

外
国
か
ら
の
ご
み
も
漂
流

襟
裳
岬
海
岸
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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四
月
二
十
三
日
、
中
央
保
育
所
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
二
十
二
人
が
、
消
防
え

り
も
支
署
前
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

の
一
環
で
、
肌
寒
い
天
気
の
な
か
で

も
、
防
火
半
て
ん
の
園
児
た
ち
は
「
火

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
元
気
よ

く
声
を
か
け
、
防
火
チ
ラ
シ
と
防
火
用

品
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

防
火
を
呼
び
か
け

保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

五
月
十
八
日
か
ら
の
二
日
間
、
緑
化

事
業
研
修
の
た
め
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国

か
ら
五
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

同
国
で
は
、
地
元
森
林
利
用
者
の
協

力
を
得
る
管
理
制
度
を
構
築
中
で
、
説

明
を
受
け
た
五
人
は
、「
漁
業
者
自
ら

緑
化
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
感
心
し
た
。

森
林
復
活
に
は
時
間
や
労
力
、
お
金
も

か
か
る
。
改
め
て
森
林
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

緑
化
事
業
を
研
修
に

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
か
ら
五
人

四
月
二
十
五
日
、
生
徒
指
導
特
別
講

演
会
が
開
か
れ
、
帯
広
市
立
西
陵
中
学

校
の
髙
畠
恵
樹
教
諭
が
「
共
通
理
解
と

共
通
行
動
を
図
る
生
徒
指
導
体
制
の
在

り
方
」
と
題
し
て
、
講
演
し
ま
し
た
。

髙
畠
さ
ん
は
自
身
の
体
験
談
交
え
な

が
ら
、「
中
学
は
人
間
性
を
決
め
る
大

事
な
時
期
。
常
識
を
教
え
る
こ
と
が
重

要
」
と
、
参
加
し
た
町
内
各
学
校
の
教

員
五
十
三
人
の
前
で
話
し
ま
し
た
。

自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら

生
徒
指
導
特
別
講
演
会

サケ稚魚を放流する庶野小児童

歌
別
川
と
猿
留
川
の
両
ふ
化
場
で
サ

ケ
稚
魚
放
流
式
が
四
月
二
十
三
日
に
行

わ
れ
、
漁
組
や
町
、
定
置
網
関
係
者
な

ど
約
三
十
人
が
出
席
し
、
サ
ケ
稚
魚
の

回
帰
を
願
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
両
ふ
化
場
合
わ
せ
て
百

九
十
八
万
尾
を
放
流
し
、
目
黒
ふ
化
場

で
は
、
庶
野
小
一
、
二
年
生
十
六
人
が

放
流
に
加
わ
り
、
放
流
後
、
元
気
に
川

を
泳
ぐ
稚
魚
を
見
送
り
ま
し
た
。

百
九
十
八
万
尾
を
放
流

サ
ケ
稚
魚
放
流
式

防火チラシを配る園児

緑化事業を研修に訪れたメンバー

講演する髙畠教諭

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス
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栄
養
士
で
す

こ
ん
に
ち
は

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
麻しん風しん混合予防接種
①小児科外来申し込み……１期（１～２歳）・２
期（小学校入学前１年間の小児）・３期（中学
１年生の年齢に相当する者）

②医事課申し込み……４期（高校３年生の年齢
に相当する者）

ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・
小児用肺炎球菌の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜
②時 間……14：00～16：00 ※要予約

●広尾町かめだクリニック（緯01558-2-4724）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種を受けること

ができます。希望の方はお問い合わせください。

最
近
で
は
、
毎
日
朝
食
を
食
べ

な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
二
十
二

年
の
国
民
栄
養
調
査
結
果
」
に
よ

る
と
、
二
十
代
で
男
性
の
三
人
に

一
人
、
女
性
は
五
人
に
一
人
が
欠

食
を
し
て
い
る
と
い
う
現
状
に
あ

り
、
若
い
年
代
の
欠
食
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

保
護
者
に
朝
食
を
食
べ
な
い
習

慣
が
あ
る
と
、
子
ど
も
へ
も
引
き

継
が
れ
や
す
く
、
ま
た
、
中
学
生

の
頃
ま
で
に
そ
の
習
慣
が
続
け

ば
、
成
人
期
に
移
行
し
や
す
い
と

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：00５日峨、1９日峨麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－（個別通知）８：５0～11：0012日峨乳幼児健診

保健センタ－（要予約）13：30～14：3013日我、2７日我日赤巡回診療

保健センタ－13：30～13：50

19日峨

三種混合予防接種

保健センタ－13：50～14：00ＢＣＧ予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

保健センタ－14：20～14：40ポリオ予防接種

庶野診療所（要予約）14：00～16：002８日牙二種混合予防接種

６月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

き
ち
ん
と
食
べ
て

朝
か
ら
元
気
！

朝食にはたくさんのメリットがあります

「30分早く起きましょう！」

体は30分経過しないと、脳とお腹の両方が食べ物を食べる準備が整いません。

やる気が出て集中力アップ

脳の唯一のエネルギー源の
ブドウ糖がいきわたる

太りにくい

空腹時間が長く
なるほど、次に
食べ物が入って
きたときに、吸
収が盛んになる

体温が上がり、腸の活動を

盛んにして排便を促す

免疫力がアップする

朝ごはんを食べることで、
１日の摂取食品数も多くな
り、鼻やのどの粘膜を強化
して病気に負けない体へ近
づく

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
ぐ

る
み
で
朝
食
を
食
べ
る
工
夫
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
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ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
は
危
険
信
号

―

地
震
の
大
き
さ
と
揺
れ
の
特
徴

防
災

情
報
版 ⑳

に
、
時
間
と
と
も
に
記
憶
は
う
す
れ
て
し
ま
う
も

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
当
日
の
地
震
の
揺
れ
が

長
か
っ
た
こ
と
、「
ガ
タ
ガ
タ
」
と
い
う
よ
り
も

「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
と
い
う
感
じ
で
揺
れ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
揺
れ
方
や
揺
れ
の
長
さ
か
ら
地
震
の

お
お
ま
か
な
大
き
さ
を
推
定
す
る
豆
知
識
に
つ
い

て
、
ご
説
明
し
ま
す
。
是
非
、
迅
速
な
避
難
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
震
が
起
き
る
と
、
震
源
か
ら
地
震
波
が
四
方

八
方
に
広
が
っ
て
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
地
震
波
に

は
、「
ガ
タ
ガ
タ
」
か
ら
「
ユ
サ
ユ
サ
」
そ
し
て

「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
波
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
波
の
う
ち
、
ど
う

い
う
揺
れ
の
波
が
一
番
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か

が
、
地
震
の
大
き
さ
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
に
密

接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
地
震
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
、「
ユ
サ
ユ
サ
」
や
「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
と
い
う
ゆ
っ

く
り
し
た
揺
れ
の
波
が
多
く
出
る
の
で
す
。
揺
れ

の
強
さ
は
、
震
源
が
近
い
か
遠
い
か
に
も
影
響
を

受
け
ま
す
。
し
か
し
、「
ガ
タ
ガ
タ
」
揺
れ
る
か

「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
揺
れ
る
か
と
い
う
揺
れ
方
は
、
地

震
が
近
い
か
遠
い
か
に
ほ
ぼ
関
係
な
く
伝
わ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
揺
れ
が
小
さ
く
て

も
、「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
揺
れ
る
場
合
は
、
大
き
な
地
震

ら
も
、
地
震
の
大
き
さ
を
推
定
で
き
ま
す
。
地
震

波
は
断
層
が
突
然
ず
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま

す
。
こ
の
断
層
の
ず
れ
運
動
は
一
瞬
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

大
き
い
地
震
ほ
ど
ず
れ
る
断
層
の
長
さ
が
長
い
た

め
、
ず
れ
運
動
に
長
い
時
間
が
か
か
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
一
分
た
っ
て
も
揺
れ
が

お
さ
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
大
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
津
波
が
来
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
揺
れ
方
と
揺
れ
の
長
さ
は
地

震
の
大
き
さ
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
揺

れ
方
と
揺
れ
の
長
さ
か
ら
、
大
地
震
が
起
き
た
こ

と
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
揺
れ
そ
の
も

の
が
小
さ
く
て
も
、
い
つ
ま
で
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺

れ
が
続
く
場
合
は
、
大
き
な
地
震
が
起
き
た
証
拠

で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
津
波
が
来
る
可

能
性
を
想
定
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
避
難
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
一
一
年
三
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
か
ら
一
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
一
般

二

■
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
北
海

道
2
0
1
2
特
別
版

日
本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ

■
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
き
せ
き

東
野
圭
吾

■
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
罠わ
な

朝
日
新
聞
特
別
報
道
部
著

■
図
解
原
発
の
ウ
ソ小

出
裕
章

■
P
K
（
ピ
ー
ケ
ー
）

伊
坂
幸
太
郎

■
十
津
川
警
部

秩
父
S
L

三
月
二
十
七
日
の
証
言

西
村
京
太
郎

《おすすめ本》

舟を編む

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

図図書室だよ図書室だよりり

玄武書房に勤める馬締光也は、辞書

編集部に配属され、個性的な面々の中

で、辞書の世界に没頭していく。

言葉という絆を得て、彼らの人生が

優しく編み上げられていく。しかし、

問題が山積みの辞書編集部。果たして

辞書『大渡海』は完成するのか。

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃姶逢 娃娃

三浦しおん 著

《

一
般
書

》

北海道大学大学院理学研究
院附属地震火山研究観測セ
ンター・助教
京都大学にて学位取得後、
東京大学研究員、ボストン
大学研究員、アメリカ地質
調査所ハワイ火山観測所研
究員を経て2010年4月より
現職

山田 卓司

が
発
生
し
た
と
判
断
で
き
る

の
で
す
。

揺
れ
方
だ
け
で
は
な
く
、

揺
れ
続
け
る
時
間
の
長
さ
か

《

児
童
書

》

■
新
は
た
ら
く
自
動
車
1
0

0
点

ぼ
る
ぼ
っ
く
す

■
の
り
も
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

1
0
0
点

ぼ
る
ぼ
っ
く
す

■
い
ち
ば
ん
！
の
図
鑑

学
研

■
素
材
別
キ
ッ
ズ
ハ
ン
ド
ク

ラ
フ
ト
楽
し
い
テ
ー
プ
工

作

立
花
愛
子

■
写
真
で
み
る
世
界
の
子
ど

も
た
ち
の
暮
ら
し

ザ
ハ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
シ
ェ
イ

レ
ブ
編
著

■
農
作
業
の
絵
本
①
～
⑤

か
わ
し
ろ
ひ
で
お

■
一
～
五
本
の
小
さ
な
花
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト

長
塩
由
実
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

管
内
で
行
わ
れ
る
平
成
二
十
四
年
度
の

狩
猟
免
許
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
一
回
試
験

試
験
日
時

七
月
一
日

九
時
～
十
七
時

受
付
期
間

六
月
十
五
日
ま
で

※
郵
送
は
、
六
月
十
八
日

到
着
分
ま
で

●
第
四
回
試
験

試
験
日
時

平
成
二
十
五
年
二
月
三
日

九
時
～
十
七
時

受
付
期
間

十
二
月
十
八
日
～
平
成
二

十
五
年
一
月
十
八
日

※
郵
送
は
一
月
二
十
一
日

到
着
分
ま
で

※
場
所
は
い
ず
れ
も
日
高
合
同
庁
舎
で
す
。

※
第
二
回
・
第
三
回
試
験
に
つ
い
て
は
、

管
内
で
の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幹
線
林
道
え
り
も
線
の
改
良
事
業
を
行

う
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
た
め
、
林
道
の
一

部
に
通
行
規
制
が
か
か
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
期
間

六
月
二
十
日
～
十
月
下
旬

■
理
由

足
場
設
置
に
よ
る
山
腹
（
岩
盤
）
法
面

の
り
め
ん

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

■
場
所

目
黒
市
街
の
国
道
三
三
六
号
か
ら
、
山

側
に
三
・
六
娃
進
ん
だ
地
点
。

調
査
施
工
地
よ
り
先
へ
の
通
行
は
可
能

で
す
が
、
大
型
車
両
の
通
行
は
庶
野
市
街

か
ら
の
「
え
り
も
線
林
道
」
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
施
工
中
の
通
行
に
お
い
て
は
、

現
場
の
指
示
に
従
っ
て
通
行
願
い
ま
す
。

ま
た
、
足
場
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
で
、

一
時
的
に
通
行
止
め
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

日
高
振
興
局
林
務
課

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
九
三
一
七

日
高
振
興
局
で
は
、
次
の
日
程
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

六
月
二
十
五
日

十
時
三
十
分
～
十
五
時

●
会
場

浦
河
町
総
合
文
化
会
館

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

税
務
職
員
募
集

●
問
い
合
わ
せ
先

日
高
振
興
局
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課

自
然
環
境
係

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
九
二
五
四

札
幌
国
税
局
で
は
、
次
の
と
お
り
税
務

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

高
校
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
卒
業
後
三

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

●
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
人
事
院
国
家
公
務

員
採
用
試
験
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

六
月
二
十
六
日
～
七
月
五
日

・
郵
送
又
は
持
参

七
月
二
日
～
七
月
十
日

人
事
院
北
海
道
事
務
局
（
札
幌
市
中

央
区
大
通
西
十
二
丁
目
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
国
税
局
人
事
第
二
課
採
用
担
当

緯
〇
一
一
‐
二
三
一
‐
五
〇
一
一

●
内
容

午
前
は
、
日
本
観
光
振
興
機
構
の
丁
野

朗
常
務
理
事
を
招
い
て
、「
日
高
の
魅
力

と
お
も
て
な
し
の
心
を
つ
な
げ
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

午
後
か
ら
は
、「
語
り
合
お
う
！
日
高

に
足
り
な
い
モ
ノ
、
日
高
の
す
ご
い
コ

ト
」
を
テ
ー
マ
に
対
話
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
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樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

涅
槃
会
や
語
り
尽
く
せ
ぬ
昔
あ
り

ね

は

ん

え

雪
解
け
て
大
樹
匂
へ
る
風
が
吹
き

老
い
そ
れ
ぞ
れ
会
話
の
は
ず
む
四
温
晴
れ

下
校
児
の
家
路
へ
急
ぐ
春
寒
し

外
出
に
何
時
も
は
な
さ
ぬ
春
シ
ョ
ー
ル

空
き
部
屋
を
ふ
や
し
て
老
の
春
炬
燵

は
る
ご
た
つ （

え
り
も
吟
社
）

蛯
名

渚

小
山
内
栄
峰

佐
々
木
蓉
子

佐
々
木
凌
子

曽
田
つ
ゆ
子

長
岡

青
風

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

焔
扇
谷
修
一
さ
ん
（
笛
舞
）

笛
舞
自
治
会
へ

三
万
円

焔
出
町
隆
志
さ
ん
（
歌
別
）

や
ま
と
苑
へ

十
万
円

歌
別
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

齊
藤
ウ
メ
ノ
さ
ん（
庶
野
）

五
万
円

え
り
も
町
し
ゃ
く
な
げ
会

一
万
八
千
八
百
二
十
円

日
高
東
部
消
防
組
合
え
り
も
町
消
防
団

団
長

桑
折
英
俊一

万
一
千
百
六
十
九
円

弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

6月18日
えりも相談所
（保健センター）

7月4日様似相談所

6月11日・25日浦河相談所

13：30
～

16：30

6月11日・13日・18日・20日・
25日・27日、7月2日・4日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

子育てテレホンサービス 緯2-3715

子どもの交通安全6/8～6/14

子ども部屋と家族の触れ合い6/15～6/21

素敵で活発な子どもに育てる6/22～7/1

子どもの食生活と栄養7/2～7/9

音声テープによるサービスです。電話をかけると
音声が流れ、各内容についてのアドバイスを聞く
ものです。※会話はできません。

焔
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
春
一
番
実
行
委

員
会

や
ま
と
苑
へ

箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
千
二
十

個
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
百
枚
、
車
い
す

一
台

焔
松
山
由
利
子
さ
ん
（
新
浜
）

あ
け
ぼ
の
自
治
会
へ

五
万
円

焔
齊
藤
ウ
メ
ノ
さ
ん
（
庶
野
）

庶
野
中
央
自
治
会
へ

五
万
円

焔
近
笛
ミ
ニ
バ
レ
ー
愛
好
会

近
笛
連
合
自
治
会
へ

三
万
二
千
三
百
五
十
八
円

※
六
月
に
一
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
が
い

な
い
た
め
、
今
月
の
「
す
く
の
び
」
は

お
休
み
し
ま
す
。

自衛官募集しています！
（平成25年度採用）

【お問い合わせ先】

●自衛隊静内地域事務所
直通電話 緯0146-44-2855

●えりも町役場総務課
（自衛官募集担当窓口）

緯2-2111

プ
を
行
い
ま
す
。

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ご
利
用
を

労
働
条
件
や
解
雇
な
ど
の
労
働
問
題
で

お
困
り
の
と
き
は
、「
労
働
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昼
間
は
仕
事
が
忙
し
く
て
電
話
が
で
き

な
い
と
い
う
方
で
も
、
二
十
時
ま
で
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
相
談
受
付
日

月
～
金
曜
日

十
二
時
～
二
十
時

●
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〇
一
二
〇
‐
八
一
‐
六
一
〇
五
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怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

９
日

６月の行事

日
13

日
15

日
16

日
17

日
18

日
20

日
23

日
24

◆町道民税 第１期

（納期限 平成２4年7月2日）

６ 月 の 税税 の 納 期

ロータリークラブのクリーン
作戦（4月28日）

笛
舞
小
学
校
運
動
会
（
笛
舞
小

／
9
時
～
）

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
一
般

時
～

時
）

30

１４

15

教
科
書
展
示
会
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
図
書
室
／
9
時
～
）

え
り
も
岬
小
学
校
・
保
育
所
・

連
合
自
治
会
合
同
大
運
動
会

（
え
り
も
岬
小
／
８
時

分
～
）

45

戦
没
者
追
悼
式
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
／

時
～
）

11

婚
活
ツ
ア
ー
（
～

日
）

17

歩
こ
う
会
（
町
内
／
7
時

分
30

～
）

え
り
も
小
学
校
、
東
洋
小
学
校

運
動
会
（
え
り
も
小
9
時
～
／

東
洋
小
9
時
～
）

庶
野
保
育
所
運
動
会
（
庶
野
保

育
所
／
9
時

分
～
）

30

水
泳
教
室
（
温
水
プ
ー
ル
／
16

時

分
～
／
毎
週
月
・
木
／
～

30
7
月
5
日
）

町
議
会
（
役
場
庁
舎
議
場
／
10

時

分
～
／

日
・

時
～
）

30

21

10

猿
留
山
道
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
猿
留
山
道
／
８
時
～

時
／

16

～

日
）

24
わ
ら
し
ゃ
ん
ど
え
り
も
ま
る
ご

と
自
然
体
験
（
猿
留
山
道
／
８

時
～

時
）

16

※参観日及び公開時間は、学校の都合で変更になる場合があります。

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,670人 女 2,673人）

（平成24年4月27日現在）

181人

303人

1,006人

925人

708人

365人

399人

573人

715人

168人

5,343人

68世帯

120世帯

432世帯

406世帯

313世帯

139世帯

134世帯

214世帯

271世帯

74世帯

2,171世帯

転入 転出42人 24人

出生 死亡5人 3人

月 の 税の う ご き

町内の各学校では、保護者の方だけではなく、地域の方

にも学校教育を理解していただくために、参観日を公開

します。

ご希望の方は、授業を参観したい学校までお越しくだ

さい。

学校の参観日を
一般公開します。

電話番号公開時間曜日参観日学年学校名

2-2652
13：05
～13：50

火７月10日全笛舞小学校

2-2355
13：40
～14：25

水６月２７日全えりも小学校

3-1358
13：15
～14：00

金６月２９日全東洋小学校

3-1114
19：30
～13：40

月７月９日全えりも岬小学校

4-2016
12：30
～13：15

金７月６日全庶野小学校

2-2077
13：10
～14：00

金６月２２日全えりも中学校

参観にあたっては、次のことを守ってください。

１ 学校の先生の指示に従ってください。

２ 授業中は、児童生徒に声をかけたり、無駄話をしないでください。

３ 授業を公開している教室以外には立ち入らないでください。

４ 意見等がありましたら、校長先生か教頭先生にお話しください。

各 学 校 の 参 観 日


